
森林環境譲与税の配分基準について
（情報提供）

資料５

令和７年１月２９日（水）

南部・東部サミット リーダー会議資料

環境森林部 （森林環境課）



１．森林環境税及び森林環境譲与税の概要

１）創設の趣旨等

①温室効果ガス排出削減目標達成や災害防止等を図る

②森林整備等に必要な地方財源を安定的に確保するため、必要な費用を国民が

広く等しく負担を分任して森林を支える

③山間地域で生産された木材を都市部で利用するなど、都市部住民の森林・林業
に対する理解の醸成を図る

２）森林環境税の徴収

令和6年度から徴収開始

３）森林環境譲与税の譲与

令和元年度から国庫債権金利変動準備金を活用して譲与開始

４）使途（市町村）

①森林整備

②人材育成・担い手確保、普及啓発、木材利用促進
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２．森林環境譲与税の配分基準の改正について（経緯）

１）奈良県から国への働きかけ

令和５年の政府要望（秋）において、総務省及び林野庁に対して、

私有林人工林面積の配分基準のウエイトを上げるよう配分基準の見直しを要望。

２）国の対応結果について

令和６年度政府の税制改正で、表のとおり基準を見直し。

→ 令和６年度よりこの配分基準により譲与。

年度
私有林人工林面積

a

林業就業者数

b

人口

c

計

a+b+c

令和5年度 50% 20% 30% 100%

令和6年度 55% 20% 25% 100%
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３．執行にあたってのお願い

１）都市部での木材利用に向けて山間地域からも積極的なアプローチをお願いします。

森林環境譲与税創設の趣旨は、森林整備等に必要な財源を確保するためだけでなく、
山間地域で生産された木材を都市部で利用するなど、都市部住民の森林・林業に対
する理解の醸成を図ることのため、南部・東部市町村から、以下の事例等を参考に
都市部市町村への積極的なアプローチをお願いします。

①「森林環境譲与税を活用して実施可能な市町村の取組の例について」（別添１）

②森林環境譲与税の取組事例集（別添２）

・自治体間連携（協定締結）による森林整備

・「上下流連携による木材利用等促進コンソーシアム」の活用

２）基金に積み残すことは極力控えるようお願いします。

具体的で明確な理由がある場合を除き、基金に積み残すことなく使途事業に

活用してください。

３
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  TEL 03- 6744- 2126  

（別添１）
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  T E L 03-5253-5669  



（別添２）












